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編 集 後 記
わが国では2040年まで85歳以上の超高齢
者人口の増加が予測されています。この年齢層
の多くは慢性疾患だけでなく急性疾患発症のリ
スクもあり、継続的医療かつ急変等の急性期
医療の需要も高く、さらには入院加療中やその
前後には介護の手が必要になることも多 あ々り
ます。一方で慢性的な人材不足により超高齢社
会の医療需要に対応できない状態が懸念され
ています。
老健施設は地域包括ケアシステムの中核的

存在として地域での生活支援や介護・医療に深
く関わっており、単に病院から在宅復帰だけで
なく在宅から病院への中間施設の役割も担い
ます。医療機関の負担を減らすためにも老健

施設での初期治療やスクリーニングなどの医療
機能の役割が必要です。
しかしながら老健施設での機能にも限界が
あります。高度の医療行為や精密な検査も困
難であり、いかに簡易で迅速に病状を評価し治
療を開始することができるかが重要となります。
その指標として日常的にチェックしているバイタ
ルサインを用いた早期警戒スコアの利用が注目
されています。このシステムを施設内のみなら
ず協力医療機関と共有することでスムーズな老
健施設における医療機能の活用および医療機
関との連携が可能になることが期待されます。
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第15回
定時社員総会を開催
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